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教頭 白 瀬 浩 児

「やられたらやり返す」という考え方は、一見すると

正当な行動に思えるかもしれません。特に、理不尽なこ

とをされたときには、仕返しをしたくなるのは自然な感

情です。しかし、この考え方にはいくつかの問題点があ

り、長い目で見ると自分にとっても不利益になることが

多いのです。今回は、その問題点を整理し、より良い対

応方法について考えていきます。

まず、仕返しをすることによって対立がエスカレートする可能性があります。相手にやり

返せば、さらに相手も反撃してくるかもしれません。その結果、争いが続き、解決どころか

状況が悪化することがよくあります。これは個人間の問題に限らず、学校や職場、更には国

と国との関係においても見られる現象です。感情的になってしまうと、冷静な判断ができず、

結果として自分にとっても不利益になることが多いのです。また、「やり返す」ことにこだ

わると、自分自身の成長につながりません。仕返しに時間とエネルギーを費やすよりも、問

題を解決する方法を考えたり、自分がより成長できる方向に力を注いだりする方が有益です。

例えば、理不尽なことを言われた場合、その場で怒るのではなく、自分の実力を高めて成功

することで相手を見返すほうが、最終的には良い結果を生むでしょう。さらに、「仕返しを

する人」と思われることで、周囲からの信頼を失う可能性もあります。人間関係においては、

信頼が何よりも重要です。短絡的な復讐は、一時的な満足を得られるかもしれませんが、長

期的には周囲の評価を下げ、人間関係を悪化させることになります。

では、仕返しをせずに、どのように対応するのが良いのでしょうか。まず大切なのは、冷

静に状況を分析することです。相手の行動には何か理由があるかもしれません。その背景を

理解することで、感情的にならずに適切な対処ができます。また、仕返しではなく、対話を

通じて問題を解決することも有効です。相手と話し合うことで、誤解が解けたり、関係を改

善できたりする可能性もあります。もし自分だけで解決するのが難しい場合は、第三者の助

けを借りるのも良い方法です。信頼できる友人や先生、上司などに相談することで、新しい

視点を得ることができ、より良い解決策を見つけられることがあります。

「やられたらやり返す」という考え方は、一時的には気持ちをすっきりさせるかもしれま

せんが、長期的にはデメリットが多く、状況を悪化させることがほとんどです。争いの連鎖

を断ち切り、より建設的な方法で問題に向き合うことが、自分自身の成長や周囲との良好な

関係につながります。感情に流されず、冷静に対応することこそが、本当に強い人の行動な

のではないでしょうか。



１年スキー授

２月１０日（月）、ＰＴＡ活動による「ウエス裁断」が行

われました。集まった古着の素材ごとの選別から始まって、

規格の大きさに裁断する作業でした。

今年度、サポーター制度を取り入れ、「古紙回収」「愛のパ

トロール」「PTA 講演会」そして、「ウエス裁断」と実施してきましたが、なかなか人手が集まらない
ことが課題でした。今後の実施方法の改善をしていきたいと考えています。ＰＴＡ活動は、子供たち

のための活動です。今後も保護者の皆様のご理解とご協力をお願いできればと考えています。

２月１５日（土）には、吹奏楽部による

バレンタインコンサートが開催されまし

た。今回は、末広小６年生にも案内させて

いただきました。最終的に６０名以上の観

客に来校していただき、誠にありがとうご

ざいました。同じ日程で、春光小でもコン

サートが行われていたので、来年度は日程

を工夫できればと考えています。

２月２１日（金）には、美術部による「キャンドルアート」

の製作が行われました。特別教室側からしか見られないもので

した。写真は、２１日の夜に理科室から撮影したものです。遅

くまで美術部員が頑張っていたのですが、１００％の完成には

ならず、悔しい思いをしたようです。しかし、ハートマークに

キティちゃん、そして「WeLOVE 六合」のロゴが、キャンド
ルの明かりとともにとてもきれいに輝いていました。ウェブで

公開されている学校通信はカラーで配信されていますので、そ

ちらも御覧いただければ幸いです。

２月２５日（火）１８時より、六合中学校校

長室にて、学校運営協議会が行われました。

学校運営協議会の役割は、学校と地域住民が

連携して学校運営に取り組むことを目的として

います。学校経営の基本方針の承認や、学校運営に関する意見を頂きます。今回の協議会では、本校

の抱える課題やその改善策など令和７年度の学校経営方針について共有をし、承認をいただきました。

学校を取り巻く現状等についても、活発に意見が交わされ有意義な時間となりました。

学校運営協議会とＰＴＡの違いは目的です。学校

運営協議会の主な目的は地域と共にある学校づくり

なのに対して、ＰＴＡの主な目的は学校と地域の橋

渡しとなり、学び合いながら子供にとって望ましい

育成を図るです。 

１４日（金）第６８回卒業式 ※給食なし
１７日（月）生徒会役員選挙

４日（火）公立高入試（学力検査） 公立高合格発表
５日（水）公立高入試（面接試験） １８日（火）１年生大掃除・ワックスがけ

１０日（月）３年生大掃除・ワックスがけ １９日（水）２年生大掃除・ワックスがけ
体育館使用禁止（～１４日） ２０日（木）春分の日

１１日（火）公立高入試追検査 ２１日（金）職員会議⑯
１２日（水）同窓会入会式 ２４日（月）認証式・修了式・離任式
１３日（木）卒業式前日準備 ※給食なし ２６日（水）春休み ～４月６日


